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旅
立
ち
の

時
平
成
26
年
館
林
市
成
人
式
の
企
画
運
営
を
し
た「
二
十
歳
の
つ
ど
い
」

会
長
の
笠か

さ
は
ら原
彩さ

や

か

弥
佳
さ
ん
（
左
）
と
、
黒く

ろ
さ
か坂
力り

き

也や

さ
ん
（
右
）

こ
れ
か
ら
始
ま
る
新
た
な
道
を
歩
ん
で
い
こ
う
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平
成
26
年
成
人
式
が
、
１
月
12

日
、
文
化
会
館
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
式
に
は
、
平
成
５
年
４
月
２

日
か
ら
同
６
年
４
月
１
日
ま
で
に

生
ま
れ
た
新
成
人
８
０
９
人
の
う

ち
、
６
７
０
人
が
参
加
。
式
典
で

は
安
樂
岡
市
長
が
、「
若
い
情
熱
と

勇
気
を
持
っ
て
困
難
な
時
代
に
立

ち
向
か
っ
て
ほ
し
い
」
と
祝
辞
を

述
べ
る
と
、
新
成
人
を
代
表
し
て
、

成
人
式
の
企
画
運
営
を
し
た
二
十

歳
の
つ
ど
い
の
メ
ン
バ
ー
が
、「
Ｍ

Ｙ　

Ｗ
Ａ
Ｙ
」
と
い
う
言
葉
で
二

十
歳
の
決
意
を
表
し
ま
し
た
。
こ

れ
は
「
思
い
出
」「
励
ま
し
」「
夢
や

希
望
」「
行
動
」「
自
分
の
力
で
」
と

い
う
意
味
が
込
め
ら
れ
た
英
語
の

頭
文
字
を
ま
と
め
た
も
の
で
、「
こ

の
瞬
間
に
踏
み
出
す
一
歩
が
未
来

の
自
分
へ
つ
な
が
る
こ
と
を
信
じ

て
、
人
生
と
い
う
旅
の
道
を
歩
ん

で
い
く
」
と
い
う
思
い
が
込
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

式
典
が
終
了
し
た
後
は
、
出
身

中
学
校
対
抗
の
校
歌
歌
合
戦
が
開

催
さ
れ
、
新
成
人
た
ち
は
、
当
時

を
思
い
出
し
な
が
ら
、
心
を
一
つ

に
し
て
力
い
っ
ぱ
い
歌
っ
て
い
ま

し
た
。

　

一
生
に
一
度
し
か
な
い
成
人
式
。

懐
か
し
い
友
人
と
の
再
会
や
会
話

を
楽
し
み
な
が
ら
、
こ
の
日
、
新

た
な
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し
た
。

　平成６年は、昭和48年４月２
日から同49年４月１日に生まれ
た1 , 3 5 7人が新成人となりまし
た。今年の8 0 9人に比べると、
5 0 0人以上多く、少子化の一端
がうかがえます。

20年前（平成６年）の館林市の成人式の様子は？
平成５年度・館林市のニュース
▶館林サイクリングターミナル（つつじ
が岡パークイン）オープン

▶総合福祉センターオープン
▶昭和61年から停止していた路線バスの
　運行が再開

石橋彩音さん　いしばし・あやね　（苗木町）

大人の自覚を持って、自分や周りと向き合いたい

　

二
十
歳
の
つ
ど
い
の
５
人
の

メ
ン
バ
ー
と
と
も
に
、
成
人
式

の
企
画
運
営
を
し
ま
し
た
。
悩

ん
だ
の
は
新
成
人
の
言
葉
決
め
。

意
見
を
出
し
合
っ
て
、
最
終
的

に
は
と
て
も
い
い
言
葉
を
選
択

で
き
た
と
思
い
ま
す
。
校
歌
歌

合
戦
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
は
、

新
成
人
全
員
が
喜
ん
で
も
ら
え

る
よ
う
な
工
夫
を
し
て
企
画
を

練
り
ま
し
た
。
本
番
で
は
メ
ン

バ
ー
み
ん
な
、
緊
張
し
な
が
ら

も
楽
し
ん
で
式
を
運
営
で
き
て
、

今
は
ほ
っ
と
し
た
気
持
ち
と
達

成
感
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。
限
ら

れ
た
時
間
で
周
り
と
協
力
し
、

楽
し
く
準
備
を
進
め
ら
れ
た
こ

と
は
、と
て
も
い
い
経
験
で
し
た
。

　

私
は
小
さ
い
頃
か
ら
小
学
校

教
師
に
な
る
こ
と
が
夢
で
、
今

は
東
京
の
大
学
に
通
っ
て
い
ま

す
。
二
十
歳
を
区
切
り
に
気
持

ち
を
あ
ら
た
め
、
新
成
人
の
言

葉
「
Ｍ
Ｙ　

Ｗ
Ａ
Ｙ
」
の
よ
う

に
、
自
分
の
道
を
信
じ
夢
に
向

か
っ
て
努
力
し
て
い
き
た
い
で
す
。

　

私
は
今
、
大
学
で
外
国
語
を

勉
強
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
学

業
の
傍
ら
週
に
一
度
、
障
が
い

が
あ
る
子
ど
も
た
ち
と
遊
ぶ
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
も
し
て
い
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
は
、
障
が
い
が
あ

っ
て
も
そ
れ
を
感
じ
さ
せ
ず
元

気
い
っ
ぱ
い
。
い
ろ
い
ろ
な
遊

び
を
体
験
し
な
が
ら
、
私
も
い

っ
し
ょ
に
成
長
さ
せ
て
も
ら
っ

て
い
る
ん
だ
な
あ
、
と
実
感
し

て
い
ま
す
。

　

将
来
は
、
勉
強
中
の
外
国
語

を
生
か
し
た
仕
事
が
し
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
文
化
や
言
葉

は
違
っ
て
も
そ
れ
を
認
め
合
い
、

お
互
い
の
魅
力
を
尊
重
で
き
る

よ
う
な
大
人
に
な
り
た
い
で
す
ね
。

　

大
学
生
に
な
っ
て
家
で
過
ご

す
時
間
は
と
て
も
減
り
ま
し
た
。

で
も
、
私
が
ど
ん
な
に
遅
く
帰

っ
て
も
、
必
ず
親
は
明
か
り
を

つ
け
て
待
っ
て
い
て
く
れ
て
い

ま
す
。
い
つ
も
は
あ
ま
り
言
え

ま
せ
ん
が
、
ほ
ん
と
う
に
感
謝

し
て
い
ま
す
。
あ
り
が
と
う
。

　　館林市成人式
今年の成人式には、6 7 0人が参加。

色とりどりの振り袖やスーツに身を包んだ新成人たちは、
夢や希望を胸に抱きながら、人生の新たな一歩を踏み出しました。

華やかな雰囲気に包まれ
た会場の様子。式典終了
後、出身中学校対抗の校
歌歌合戦のアトラクショ
ンが開催され、当時お世
話になった先生が審査員
に登場すると、新成人は
大興奮！アトラクション
は大盛り上がりでした

二
十
歳
×
夢
×
未
来

未
来
へ
の
期
待
に
胸
膨
ら
ま
せ
、
今
を
生
き
る
若
者
た
ち
。
そ
の
素
顔
を
取
材
し
ま
し
た
。

特集　旅立ちの時

こ
れ
か
ら
先
の
旅
路
を

新
た
な
気
持
ち
で
切
り
開
く

笠原彩弥佳さん　かさはら・さやか　（大谷町）
楽しく、充実していた二十歳のつどいの活動

祝

3 広報たてばやし

（二十歳のつどい会長）
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レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
、
又
は
銀
行
振
り

　

込
み
）

■

公
売
物
件
は
、
法
務
局
で
登
記
簿
を

　

取
る
な
ど
、
事
前
に
確
認
し
て
く
だ

　

さ
い

問
合
せ　

納
税
課
収
納
係（
内
線
６
７
９
）

※
詳
し
く
は
、
ヤ
フ
ー
株
式
会
社
イ
ン 

　

タ
ー
ネ
ッ
ト
公
売
官
公
庁
オ
ー
ク
シ

　

ョ
ン
（http://koubai.auctions.ya

　

hoo.co.jp

）
及
び
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

を
ご
覧
く
だ
さ
い

　
市
税
の
確
保
と
納
税
の
公
平
性
維
持

の
た
め
に
、
財
産
の
差
し
押
さ
え
後
も

納
付
の
進
展
が
な
い
も
の
に
つ
い
て
、

不
動
産
公
売
を
行
い
ま
す
。

と
き
　

■

参
加
申
込
期
間　

２
月
13
日
㈭　

午

後
１
時
～
２
月
25
日
㈫　

午
後
11
時

■

入
札
期
間　

３
月
４
日
㈫　

午
後
１

時
～
３
月
11
日
㈫　

午
後
１
時

■

最
高
価
申
込
者
の
決
定　

３
月
11
日

㈫　

午
後
２
時

■

買
受
代
金
納
付
期
限　

３
月
18
日
㈫

午
後
２
時
30
分

※
中
止
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、

事
前
に
ご
確
認
く
だ
さ
い

公
売
場
所　

ヤ
フ
ー
株
式
会
社
が
提
供

す
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
売 

（
官
公
庁

オ
ー
ク
シ
ョ
ン
）
シ
ス
テ
ム

参
加
資
格　

Ｙ
ａ
ｈ
ｏ
ｏ
！
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ

Ｎ
・
Ｉ
Ｄ
を
取
得
し
、
メ
ー
ル
ア
ド
レ

ス
の
認
証
を
受
け
た
、
20
歳
以
上
の
か
た

公
売
財
産　

表
の
と
お
り

公
売
方
法
　
期
間
入
札

注
意
事
項

■

入
札
に
先
立
ち
、
参
加
物
件
ご
と
に

　

公
売
保
証
金
の
納
付
が
必
要
で
す（
ク

売却区分
番号 財産の種類 所在地

見積価額
（最低公売価額）

公売保証金

館林市 -１ 土地
建物

宅地
居宅

345.31㎡
90.66㎡ 西高根町 7,135,000 円

720,000 円

館林市 -２ 土地 宅地
宅地

74.31㎡
63.86㎡ 高根町 3,078,000 円

310,000 円

館林市 -３ 土地 宅地
宅地

85.72㎡
101.29㎡ 細内町 2,548,000 円

260,000 円

館林市 -４ 土地 宅地 531.38㎡ 細内町 4,571,000 円
460,000 円

本市の公売物件

対
象　

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
、

18
歳
に
な
っ
て
最
初
の
３
月
31
日
を
迎

え
る
ま
で
の
児
童
（
障
が
い
が
あ
る
場

合
は
20
歳
未
満
）
を
養
育
し
て
い
る
父
、

又
は
母
、
若
し
く
は
父
母
に
代
わ
り
養

育
し
て
い
る
か
た
（
国
籍
不
問
）

■

父
母
が
離
婚
（
父
、
又
は
母
と
生
計

　

を
同
じ
く
し
て
い
な
い
児
童
）

■

父
（
母
）
が
死
亡
、
生
死
不
明
、
重

　

度
障
が
い
者
（
国
民
年
金
法
に
よ
る

　

障
害
等
級
１
級
程
度
）、又
は
１
年
以

　

上
拘
禁
、
裁
判
所
の
Ｄ
Ｖ
保
護
命
令

　

を
受
け
て
い
る

■

母
が
未
婚

■

父
（
母
）
か
ら
１
年
以
上
遺
棄
さ
れ

　

て
い
る
児
童

※
要
件
に
よ
り
支
給
さ
れ
な
い
場
合
が

あ
り
ま
す

支
給
額
（
月
額
）

■

児
童
１
人
の
場
合　

９
７
１
０
円
～

　

４
万
１
１
４
０
円
（
所
得
額
に
応
じ

　

て
支
給
）

■

児
童
２
人
以
上
の
加
算
額　

２
人
目

５
０
０
０
円
、
３
人
目
以
降
１
人
に

つ
き　

３
０
０
０
円

※
い
ず
れ
も
平
成
25
年
10
月
１
日
現
在

支
給
制
限　

所
得
額
が
一
定
以
上
の
場

合
は
、
支
給
を
停
止
し
ま
す

申
請
先
・
問
合
せ　

こ
ど
も
福
祉
課
子

育
て
支
援
係
（
内
線
６
３
１
）
へ

特
別
児
童
扶
養
手
当

対
象　

身
体
、
知
的
、
又
は
精
神
に
重

い
障
が
い
が
あ
る
20
歳
未
満
の
児
童
を

養
育
し
て
い
る
父
母
、
又
は
父
母
に
代

わ
り
養
育
し
て
い
る
か
た（
国
籍
不
問
）

※
障
害
厚
生
年
金
な
ど
定
め
ら
れ
た
年

金
を
受
給
し
て
い
る
か
た
や
、
社
会

福
祉
施
設
に
入
所
中
の
か
た
に
は
支

給
さ
れ
ま
せ
ん

支
給
額
（
月
額
）

■

１
級　

５
万
50
円 

■

２
級　

３
万
３
３
３
０
円 

※
障
が
い
の
程
度
に
よ
り
支
給
額
を
決

定
し
ま
す

障
が
い
児
福
祉
手
当

対
象　

日
常
生
活
で
常
に
介
護
を
必
要

と
す
る
20
歳
未
満
の
か
た

支
給
額
（
月
額
） 

　
１
万
４
１
８
０
円

共
通
事
項

支
給
制
限　

所
得
額
に
よ
る
支
給
制
限
、

支
給
要
件
が
あ
り
ま
す

申
請
先
・
問
合
せ　

社
会
福
祉
課
障
が

い
福
祉
係
（
内
線
６
４
５
）
へ

※
支
給
額
は
平
成
25
年
10
月
１
日
現
在

　

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
手
続
き
に
よ

り
、
次
の
計
画
案
に
対
し
皆
さ
ん
か
ら

の
意
見
を
募
集
し
ま
す
。

案
件
名
　
第
二
次
館
林
市
子
ど
も
読
書

活
動
推
進
計
画
こ
ん
こ
ん
読
書
プ
ラ
ン

（
案
）

資
料
公
表
・
意
見
提
出
期
間　

２
月
８

日
㈯
～
３
月
７
日
㈮

公
表
場
所　

図
書
館
及
び
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ

提
出
先
・
問
合
せ　

意
見
書
（
公
表
場

所
に
あ
り
ま
す
）
を
持
参
、郵
送
、フ
ァ

ク
ス
、
又
は
Ｅ
メ
ー
ル
で
、
同
館
（
〒

３
７
４

─

０
０
１
８　

城
町
３

─

１　

℡
72

─

２
３
４
６　

72

─

６
７
８
６

library@
city.tatebayashi.gunm

a.
jp

）
へ

※
提
出
さ
れ
た
意
見
と
こ
れ
に
対
す
る

　

市
の
考
え
方
は
、
４
月
頃
に
公
表
す

　

る
予
定
で
す

対
象　

著
し
く
重
い
障
が
い
が
あ
る
た

め
に
、
日
常
生
活
で
常
に
特
別
の
介
護

を
必
要
と
す
る
20
歳
以
上
の
か
た

※
社
会
福
祉
施
設
に
入
所
中
の
か
た
や
、

３
か
月
以
上
病
院
に
入
院
中
の
か
た

に
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん

支
給
額
（
月
額
）　

２
万
６
０
８
０
円

※
平
成
25
年
10
月
１
日
現
在

支
給
制
限　

所
得
額
に
よ
る
支
給
制
限
、

支
給
要
件
が
あ
り
ま
す

申
請
先
・
問
合
せ　

社
会
福
祉
課
障
が

い
福
祉
係
（
内
線
６
７
３
）
へ

　

本
市
で
は
、
板
倉
・
明
和
町
と
ご
み

処
理
の
広
域
化
を
進
め
、
新
ご
み
処
理

施
設
を
整
備
す
る
計
画
で
す
。
こ
れ
に

伴
い
、
平
成
24
年
10
月
か
ら
同
25
年
９

月
ま
で
、
施
設
周
辺
地
域
の
生
活
環
境

に
及
ぼ
す
影
響
の
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
結
果
を
報
告
す
る
説
明
会
を
行
い

ま
す
。

と
こ
ろ
・
と
き

■

近
藤
会
館
（
近
藤
町
）　

２
月
12
日
㈬

■

近
藤
開
拓
地
区
集
会
所
（
近
藤
町
）

　

２
月
13
日
㈭　

■

苗
木
会
館
（
苗
木
町
）　

２
月
14
日
㈮

※
時
間　

い
ず
れ
も
午
後
７
時
～
８
時

問
合
せ　

館
林
衛
生
施
設
組
合
施
設
整

備
係
（
℡
72

─

１
６
２
４
）

期
間　

２
月
15
日
㈯
～
３
月
３
日
㈪

と
こ
ろ
・
時
間

■

旧
秋
元
別
邸　

午
前
10
時
～
午
後
３

時
30
分
（
月
曜
日
休
館
）

■

武ぶ

鷹よ
う

館　

午
前
10
時
～
午
後
４
時（
月

　

～
金
曜
日
休
館
）

■

つ
つ
じ
が
岡
パ
ー
ク
イ
ン　

午
前
11

時
～
午
後
８
時

■

市
役
所
市
民
ホ
ー
ル　

午
前
８
時
30

分
～
午
後
５
時
15
分

■

茂
林
寺
（
狸た

ぬ
き

雛び
な

）　

日
没
ま
で

■

館
林
つ
つ
じ
の
里
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ

ン
タ
ー　

午
前
10
時
～
午
後
８
時（
２

　

月
19
日
㈬
は
休
業
）

内
容

■

お
ひ
な
さ
ま
展
示　

七
段
飾
り
・
ケ

　

ー
ス
入
り
ひ
な
人
形
な
ど

■

お
ひ
な
さ
ま
ガ
イ
ド　

期
間
中
に
旧

　

秋
元
別
邸
（
火
～
日
曜
日
）、茂
林
寺

　

（
土
・
日
曜
日
）
で
、
展
示
解
説
を

　

行
い
ま
す

問
合
せ　

市
観
光
協
会
（
花
の
ま
ち
観

光
課
内　

内
線
２
５
１
）

差
し
押
さ
え
不
動
産
を
ネ
ッ
ト
で
公
売
し
ま
す

自
宅
な
ど
か
ら
い
つ
で
も
参
加
で
き
ま
す

お知らせ

生
活
環
境
影
響
調
査
の
結
果
説
明
会

新
ご
み
処
理
施
設
の
整
備
に
関
す
る

お知らせ

市
内
６
か
所
で
お
雛
さ
ま
ま
つ
り
を
開
催

き
ら
び
や
か
な
お
ひ
な
さ
ま
が
館
林
を
彩
り
ま
す

催し物

計
画
案
へ
の
意
見
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い

子
ど
も
の
読
書
活
動
推
進
に
関
す
る

意見募集

特
別
障
が
い
者
手
当
の
ご
案
内

重
度
の
障
が
い
が
あ
る
か
た
へ
支
給
す
る

支　援

児
童
扶
養
手
当
の
ご
案
内

母
子
・
父
子
家
庭
へ
支
給
す
る

支　援

障
が
い
児
に
関
す
る
手
当
の
ご
案
内

障
が
い
が
あ
る
子
ど
も
を
養
育
し
て
い
る
か
た
へ
支
給
す
る

支　援

●代表☎72 - 4111 市役所からのお知らせ



　

任
期
満
了
（
９
月
30
日
）
に
伴
う
館

林
市
議
会
議
員
選
挙
の
日
程
を
、
次
の

と
お
り
決
定
し
ま
し
た
。

告
示
日
　
９
月
14
日
㈰

投
開
票
日
　
９
月
21
日
㈰

問
合
せ
　
市
選
挙
管
理
委
員
会
（
行
政

課
内　

内
線
３
１
８
）

mini

　この冬も、多々良沼や城沼に
ハクチョウが続々と飛来してき
ました。館林には、毎年3 0 0羽
ほどのオオハクチョウやコハク
チョウなどが、越冬のためユー
ラシア大陸の北部などから飛ん
できます。１月下旬から２月上
旬にかけて最も多く飛来するた
め、その姿を一目見ようと多く
のかたが訪れます。しかし、ハ
クチョウは警戒心が強いため、
危険な目に遭った場所には二度
と近づかなくなってしまいます。
むやみに近づいたり、驚かした
りしないようにして、ハクチョ
ウたちが安心して冬を過ごせる
よう、マナーを守って見守りし
ましょう。

冬の使者ハクチョウを
優しく見守りましょう！

■

自
転
車
や　

歩
き
で
削
減　

Ｃ
Ｏ
  ²　
　
　

　
　
　
　
　
　

落お
ち

合あ
い

萌も
え

花か

さ
ん
（
第
一
中
学
校
２
年
）

■

缶
や
ビ
ン　

分
け
れ
ば
立
派
な　

未
来
の
資
源

　
　
　

木き

村む
ら

詩う
た

音ね

さ
ん
（
多
々
良
中
学
校
２
年
）

平
成
25
年
度
環
境
標
語
コ
ン
ク
ー
ル

優
秀
作
品

市
議
会
議
員
選
挙

投
開
票
日
は
９
月
21
日

　

近
年
、
特
に
増
え
て
い
る
若
者
の
う

つ
病
に
つ
い
て
、
講
演
会
を
行
い
ま
す
。

う
つ
病
に
つ
い
て
知
り
た
い
か
た
、
自

分
や
家
族
が
悩
ん
で
い
る
か
た
は
、
こ

の
機
会
に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

と
き　

３
月
14
日
㈮　

午
後
2
時
～
3

時
30
分

と
こ
ろ　

保
健
セ
ン
タ
ー

内
容　

若
者
に
増
え
て
い
る
う
つ
病
と

そ
の
支
援
方
法
に
つ
い
て

講
師　

柴し
ば

田た

信の
ぶ

義よ
し

さ
ん
（
柴
田
メ
ン
タ

ル
ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長
）

申
込
み
・
問
合
せ　

３
月
12
日
㈬
ま
で

に
、
健
康
推
進
課
（
同
セ
ン
タ
ー
内　

℡
74

─

５
１
５
５
）
へ

日
本
一
暑
い
ま
ち
の
暑
さ
対
策
に
関
す

る
事
業
へ

 

■

11
万
９
０
１
０
円　

平
成
会

緑
の
風
薫
る
ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
事

業
へ

 

■

７
万
７
０
１
９
円　

館
林
市
婦
人
防

　

火
ク
ラ
ブ
連
合
会

教
育
・
文
化
及
び
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
に

関
す
る
事
業
へ

 

■

50
万
円　

㈱
早
稲
田
ゼ
ミ

 

■

５
万
円　

館
林
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

環
境
の
保
全
に
関
す
る
事
業
へ

 

■

10
万
円　

邑ゆ
う

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ゴ
ル
フ

　

コ
ン
ペ

 

■

５
万
円　

第
26
回
市
民
の
つ
ど
い「
フ

　

リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
」
出
店
者
一
同

■

１
万
７
４
９
０
円　

館
林
広
域
再
生

　

資
源
事
業
協
同
組
合

 

■

１
万
５
０
６
３
円　

リ
サ
イ
ク
ル
品

　

抽
選
会
当
選
者
一
同

高
齢
者
等
の
保
健
福
祉
の
向
上
に
関
す

る
事
業
へ

 

■

１
万
７
９
２
１
円　

館
林
建
築
業
組
合

防
犯
に
関
す
る
事
業
へ

 

■

２
万
８
５
３
３
円　

館
林
地
区
貸
住

　

宅
管
理
防
犯
連
絡
協
議
会

文
化
遺
産
復
元
整
備
事
業
へ

 

■

30
万
円　

石い
し

島じ
ま

成し
げ

敏と
し

（
神
奈
川
県
横

　

浜
市
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

　

長
年
に
わ
た
り

さ
ま
ざ
ま
な
分
野

で
活
動
し
、
市
民

の
模
範
と
な
る
よ

う
な
業
績
の
あ
っ

た
か
た
に
、
こ
の
ほ
ど
感
謝
状
が
贈
ら

れ
ま
し
た
。

経
済
産
業
省
大
臣
官
房
調
査
統
計
審
議

官
感
謝
状

大お
お

石い
し

一は
じ
め

（
本
町
四
丁
目
）

県
知
事
感
謝
状
（
更
生
保
護
活
動
）

梁や
な

瀬せ

三み

和わ

子こ

（
松
原
一
丁
目
）

関
東
地
方
更
生
保
護
委
員
会
委
員
長
感

謝
状

庄し
ょ
う

田だ

カ
ク
（
富
士
見
町
）

前
橋
保
護
観
察
所
長
感
謝
状

村む
ら

田た

鈴す
ず

子こ

（
羽
附
旭
町
）

市
健
康
づ
く
り
推
進
協
議
会
委
員

瀨せ

山や
ま

欣よ
し

春は
る

（
松
原
三
丁
目
）、阿あ

部べ

榮え
い

一い
ち

（
高
根
町
）、轟

と
ど
ろ
き

克か
つ

之ゆ
き

（
大
島
町
）、布ふ

施せ

幸さ
ち

彦ひ
こ

（
松
原
二
丁
目
）

（
敬
称
略
）

62014．2．1広報たてばやし7

とうひょうくん

皆さんの一票
をよろしくお
願いします！

Vol.８

　

２
月
１
日
号
か
ら
、
広
報
た
て
ば
や

し
の
一
部
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま
し
た
。

情
報
を
よ
り
見
や
す
く
整
理
し
ま
し
た

の
で
、
変
更
点
な
ど
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

変
更
し
た
ペ
ー
ジ

■

市
役
所
か
ら
の
お
知
ら
せ　

市
か
ら

市
民
の
皆
さ
ん
に
、
特
に
お
知
ら
せ

し
た
い
情
報
を
掲
載
す
る
ペ
ー
ジ

■

市
民
の
広
場
（
１
日
号
）　

さ
ま
ざ

ま
な
分
野
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
市
内

の
個
人
や
、
市
内
で
行
わ
れ
た
イ
ベ

ン
ト
な
ど
を
紹
介
す
る
ペ
ー
ジ

■

施
設
だ
よ
り
（
１
日
号
）　

文
化
会

館
や
図
書
館
、
科
学
館
な
ど
、
文
化

施
設
か
ら
の
定
期
的
な
情
報
を
紹
介

す
る
ペ
ー
ジ

そ
の
他　

各
コ
ー
ナ
ー
の
移
動
、
休
日

当
番
医
が
15
日
号
裏
表
紙
の
裏
ペ
ー
ジ

に
移
動
す
る
な
ど
、
知
り
た
い
情
報
が

探
し
や
す
く
な
り
ま
し
た

問
合
せ　

秘
書
課
広
聴
広
報
係
（
内
線

３
４
２
）

広
報
紙
の
一
部
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

見
や
す
く
、
親
し
み
や
す
い
紙
面
を
目
指
し

お知らせ

感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た

市
民
の
模
範
と
し
て
尽
力
し
た
か
た
に

感謝状

市
へ
の
寄
附
を
い
た
だ
き
ま
し
た

個
人
や
の
か
た
や
多
く
の
団
体
か
ら

寄　附

選　挙

若
者
の
う
つ
病
に
つ
い
て

学
び
ま
せ
ん
か

講演会

　

永
年
に
わ
た
り
社
会
福
祉
の
向
上
に

貢
献
し
た
功
績
に
よ
り
、
次
の
か
た
が

受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

厚
生
労
働
大
臣
表
彰

全
国
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
表
彰

吉よ
し

田だ

和か
ず

美よ
し

（
西
本
町
）

県
知
事
表
彰
（
民
生
委
員
・
児
童
委
員

功
労
章
）

鯉こ
い

沼ぬ
ま

悦え
つ

子こ

（
朝
日
町
）、田た

村む
ら

佳か

代よ

（
当

郷
町
）、森も

り

田た

貞さ
だ

子こ

（
羽
附
町
）、橋は

し

本も
と

妙み
ょ
う

子こ

（
堀
工
町
）、千ち

葉ば

長ち
ょ
う

松ま
つ

（
高
根
町
）

県
知
事
表
彰
（
民
生
委
員
・
児
童
委
員

勤
続
章
）

篠し
の

﨑さ
き

賢け
ん

治じ

（
大
街
道
二
丁
目
）、篠し

の

田だ

ツ

ヤ
（
千
代
田
町
）、野の

本も
と

弘ひ
ろ

美み

（
富
士
見

町
）、川か

わ

島し
ま

タ
マ
江え

（
仲
町
）、河こ

う

野の

た
ず

子こ

（
下
三
林
町
）、成な

り

田た

知ち

惠え

子こ

（
松
沼

町
）、山や

ま

田だ

正ま
さ

江え

（
日
向
町
）

　

犯
罪
を
犯
し
た
人
の
更
生
な
ど
、
更

生
保
護
活
動
の
功
績
に
よ
り
、
次
の
か

た
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

全
国
保
護
司
連
盟
理
事
長
表
彰

前ま
え

山や
ま

秀ひ
で

樹き

（
当
郷
町
）、大お

お

山や
ま

せ
つ
（
西

本
町
）

関
東
地
方
更
生
保
護
委
員
会
委
員
長
表
彰

服は
っ

部と
り

松ま
つ

男お

（
下
早
川
田
町
）

関
東
地
方
保
護
司
連
盟
会
長
表
彰

栗く
り

原は
ら

利と
し

子こ

（
苗
木
町
）

関
東
地
方
更
生
保
護
女
性
連
盟
会
長
表
彰

川か
わ

島し
ま

生い
く

枝え

（
下
三
林
町
）

前
橋
保
護
観
察
所
長
表
彰

八や

十そ

島じ
ま

淑と
し

子こ

（
木
戸
町
）、髙た

か

瀨せ

容ま
さ

明あ
き（

緑

町
二
丁
目
）

県
知
事
表
彰
（
県
青
少
年
健
全
育
成
功

労
者
表
彰
）　

小こ

林ば
や
し

幸さ
ち

江え

（
代
官
町
）

県
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
表
彰

川か
わ

島し
ま

陽よ
う

子こ

（
岡
野
町
）

県
保
護
司
会
連
合
会
長
表
彰

黒く
ろ

岩い
わ

光み
つ

枝え

（
堀
工
町
）

県
更
生
保
護
女
性
連
盟
会
長
表
彰

篠し
の

塚づ
か

典の
り

子こ

（
西
高
根
町
）、引ひ

き

間ま

和か
ず

子こ

（
富

士
見
町
）、大お

お

道み
ち

寿す

美み

子こ

（
つ
つ
じ
町
）

県
知
事
表
彰
（
統
計
調
査
員
）

兵ひ
ょ
う

藤ど
う

芳よ
し

子こ

（
台
宿
町
）、曽そ

根ね

彰あ
き
ら

（
北
成

島
町
）、長な

が

倉く
ら

弘ひ
ろ

夫お

（
大
手
町
）

県
統
計
協
会
長
表
彰

大お
お

石い
し

一は
じ
め

（
本
町
四
丁
目
）

県
環
境
賞
（
環
境
功
績
賞
）

鴇と
き

﨑ざ
き

勝か
つ

一い
ち

（
苗
木
町
）、か
ご
め
通
り
商

店
街
、
買
い
物
袋
持
参
運
動
を
進
め
る

住
民
会
議

　
　
　
　
（
一
部
を
除
き
敬
称
略
）

柳
やな

瀬
せ

ふじ江
え

さん
（美園町）

市
の
発
展
に
貢
献
さ
れ
た
か
た
や
団
体
を
表
彰

さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
献
身
的
に
活
動
し

表　彰

投
票
箱

●代表☎72 - 4111
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●対象マーク（主な対象者）
※全員対象はマークなし
　…中学生以下
　…高校生以上
　…65歳以上

子
大
高

広
告

情報
アラカルト

広
告

Information 
a la carte

内
容　

オ
ペ
ラ
歌
手
と
道
化
師
の

ユ
ニ
ッ
ト
「
青
い
卵
」
が
歌
と
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
で
繰
り
広
げ
る
心

温
ま
る
シ
ョ
ー

入
場
料　

無
料

作
品
展
示

と
き　

２
月
28
日
㈮
～
３
月
２
日

㈰　

午
前
10
時
～
午
後
５
時
（
２

日
㈰
は
午
後
３
時
30
分
ま
で
）

内
容　

写
真
、
生
け
花
の
展
示

入
場
料　

無
料

映
画
鑑
賞
会

と
き　

３
月
１
日
㈯　

午
後
２
時
・

６
時
40
分
（
２
回
上
映
）

内
容　

 

「
く
じ
け
な
い
で
」

出
演　

八や

ち千
草ぐ

さ

薫か
お
る

、
武た

け

田だ

鉄て
つ

矢や

他

入
場
料
（
全
席
自
由
）

■

前
売　

１
０
０
０
円

■

当
日　

１
３
０
０
円

※
高
校
生
以
下
は
無
料

チ
ケ
ッ
ト
発
売　

三
の
丸
芸
術
ホ

ー
ル
及
び
文
化
会
館
で
発
売
中

舞
台
発
表

お
知
ら
せ

館林 45×178 スミ 1C

と
き　

２
月
20
日
㈭　

午
後
２
時

と
こ
ろ　

向
井
千
秋
記
念
子
ど
も

科
学
館

定
員　

15
人
（
先
着
順
） 

申
込
み　

当
日
会
場
へ

※
団
体
で
傍
聴
す
る
場
合
は
、
事

　

前
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い

問
合
せ　

教
育
総
務
課
総
括
係（
内

線
２
１
８
）

と
き　

２
月
24
日
㈪　

午
後
１
時

30
分
～
３
時
（
予
定
）

と
こ
ろ　

三
の
丸
芸
術
ホ
ー
ル

内
容　

主
に
市
内
の
求
人
企
業
に

よ
る
面
接
会
、
就
職
に
関
す
る
相

談
会

参
加
企
業　

10
社
（
予
定
）

就
業
形
態　

正
社
員
、
パ
ー
ト
な
ど

申
込
み　

当
日
会
場
へ

問
合
せ　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
館
林（
℡

75

─

８
６
０
９
）、又
は
市
商
工
課

工
業
労
政
係
（
内
線
２
０
６
）

対
象　

母
子
（
父
子
）
家
庭
の
子

ど
も
で
、
20
歳
未
満
の
か
た

補
助
額　

２
万
円

申
込
み　

母
子
（
父
子
）
家
庭
証

明
書
（
市
こ
ど
も
福
祉
課
で
随
時

発
行
）
を
添
え
、
館
林
自
動
車
教

習
所
（
℡
72

─

３
５
２
４
）
へ

※
証
明
書
の
発
行
に
は
、
必
要
な

　

書
類
が
あ
り
ま
す
の
で
必
ず
お

　

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

問
合
せ　

同
子
育
て
支
援
係
（
内

線
６
７
１
）

文
化
講
演
会

と
き　

２
月
28
日
㈮　

午
後
２
時

～
３
時

催
し
物

就
職
面
接
会

と
き　

２
月
９
日
㈰　

午
後
１
時

～
４
時
30
分
（
予
定
）

と
こ
ろ　

三
の
丸
芸
術
ホ
ー
ル

内
容　

八
木
節
、
神か

ぐ

ら楽
、
和
太
鼓

の
発
表
な
ど

入
場
料　

無
料

問
合
せ　

市
芸
術
文
化
祭
運
営
委

員
会
（
同
ホ
ー
ル
内　

℡
75-

３

０
３
０
）

　

公
開
審
査
を
通
過
し
た
出
品
者

全
員
の
作
品
を
展
示
し
ま
す
。

と
き　

２
月
20
日
㈭
～
23
日
㈰　

午
前
10
時
～
午
後
６
時
（
23
日
㈰

は
午
後
４
時
ま
で
）

と
こ
ろ　

三
の
丸
芸
術
ホ
ー
ル

入
場
料　

無
料

と
き　

３
月
２
日
㈰　

午
前
10
時

30
分
～
午
後
３
時
30
分
（
予
定
）

内
容　

洋
舞
踊
、
邦
楽
邦
舞
、
民

謡
民
舞
、
古
典
芸
能
、
郷
土
芸
能

の
発
表

入
場
料　

無
料

バ
ザ
ー
・
い
こ
い
の
コ
ー
ナ
ー
・

囲
碁
対
局

と
き　

３
月
２
日
㈰　

午
前
10
時

～
午
後
３
時
30
分
（
バ
ザ
ー
は
正

午
ま
で
）

内
容　

有
価
不
用
品
の
販
売
、
抹

茶
の
接
待
（
２
０
０
円
）、囲
碁
の

対
局
（
無
料
）

共
通
事
項

と
こ
ろ　

三
の
丸
芸
術
ホ
ー
ル

問
合
せ　

市
文
化
協
会
（
同
ホ
ー

ル
内　

℡
75

─

３
０
３
０
）

教
育
委
員
会
定
例
会

普
通
自
動
車
免
許
の
取
得
に

２
万
円
補
助

春
の
つ
ど
い

館
林
市
写
真
公
募
展

問
合
せ　

文
化
振
興
課
芸
術
文
化

係
（
文
化
会
館
内　

℡
74

─

４
１

１
１
）

　

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ

ン
タ
ー
は
、「
ま
か
せ
て
会
員
」
と

「
お
ね
が
い
会
員
」
か
ら
な
る
組

織
で
す
。
ま
か
せ
て
会
員
の
登
録

を
希
望
す
る
か
た
へ
講
習
会
を
開

催
し
ま
す
。

と
き　

２
月
26
日
㈬　

午
前
９
時

～
午
後
４
時
30
分

と
こ
ろ　

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

対
象　

市
内
又
は
近
郊
に
住
所
が

あ
る
、
20
歳
以
上
の
健
康
な
か
た

定
員　

30
人
程
度

内
容　

保
育
の
心
、
小
児
看
護
の

基
礎
知
識
な
ど
、
子
育
て
の
サ
ポ

ー
ト
に
必
要
な
知
識
を
学
び
ま
す

※
保
育
士
な
ど
の
資
格
が
あ
る
か

　

た
は
、
講
習
の
一
部
を
免
除

受
講
料　

無
料

持
参
す
る
物　

筆
記
用
具

申
込
み　

２
月
19
日
㈬
ま
で
に
、

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン

タ
ー
（
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
内　

℡
75

─
７
１
１
１
）
へ

問
合
せ　

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー

ト
・
セ
ン
タ
ー
、
又
は
市
こ
ど
も

福
祉
課
子
育
て
支
援
係
（
内
線
６

３
１
）

た
ん
ぽ
ぽ
学
童
ク
ラ
ブ

勤
務
日
・
時
間　

月
～
金
曜
日　

午
後
３
時
～
５
時
30
分

勤
務
地　

同
ク
ラ
ブ 

（
大
島
町
）

時
給　

８
０
０
円
～

申
込
み　

樫か
し
む
ら村

美み

え

こ

枝
子
さ
ん
（
同

ク
ラ
ブ
父
母
会
会
長　

℡
０
９
０

─

２
９
１
５

─

７
１
２
０
）
へ

問
合
せ　

樫
村
美
枝
子
さ
ん
、
又

は
市
こ
ど
も
福
祉
課
保
育
係
（
内

線
６
３
９
）

風
の
子
ク
ラ
ブ

勤
務
日
・
時
間　

月
～
土
曜
日
の

週
３
～
５
日
程
度　

午
後
２
時
30

分
～
５
時
30
分

勤
務
地　

同
ク
ラ
ブ （
大
手
町
）

時
給　

７
５
０
円

申
込
み　

同
ク
ラ
ブ
（
月
～
金
曜

日　

午
前
10
時
～
午
後
７
時
、
土

曜
日　

午
前
８
時
～
午
後
６
時　

℡
72

─

９
６
０
４
）
へ

問
合
せ　

同
ク
ラ
ブ
、
又
は
同
保

育
係

共
通
事
項

募
集
人
員　

１
人

※
勤
務
日
は
祝
日
を
除
く
。
春
・

　

夏
・
冬
休
み
な
ど
は
、
勤
務
時

　

間
が
延
長
し
ま
す
。
詳
し
く
は

　

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

と
き　

２
月
18
日
㈫　

午
後
７
時

～
９
時

と
こ
ろ　

館
林
商
工
会
議
所
（
大

手
町
）

定
員　

50
人
（
先
着
順
）

内
容　

商
店
の
魅
力
を
ア
ッ
プ
さ

せ
る
方
法
を
学
び
ま
す

講
師　

水す
い

津づ

陽よ
う

子こ

さ
ん
（
地
域
活

性
化
・
経
営
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
）

参
加
費　

無
料

申
込
み
・
問
合
せ　

２
月
７
日
㈮

か
ら
14
日
㈮
ま
で
に
、
商
工
課
商

業
係
（
内
線
２
０
７
）
へ

学
童
ク
ラ
ブ
の
指
導
員

募
集

東日本結婚相談室  

＜地元密着＞

☎ 0276 － 62 － 0033

入 会 時 費 用 　 　 　 　 　 　 ０ 円
情 報 月 会 費 　 　 　  　9,800 円
見 合 設 定 料 　 　 　 　 　 　 ０ 円
成 婚 謝 礼 金 　 　 　 　 　 　 ０ 円

条件により結婚相手をご紹介します＜身元確実＞

入会審査：写真・住民票等の公的書類をご用意下さい。

＜情報提供型＞ ＜仲人介入型＞
入 会 時 費 用 　 　 　 　52,500 円
情 報 月 会 費 　 　 　 　  5,250 円
見 合 設 定 料 　 　 　 　10,500 円
成 婚 謝 礼 金 　 　 　 　 　 応 相 談

大泉町北小泉３丁目８－１　 営業時間８時～ 20 時 　完全予約制

ＪＡアシストホール館林

館林市赤生田町759 - 5　　　℡76 - 2929
　　◇ 搬送…24時間対応（年中無休）◇

 ・搬送から葬儀施行
 ・法事、仏壇・墓石等
 ・相続等、諸手続きのサポート

大切な人とのお別れのお手伝い

　事前相談も
お気軽にどうぞ

館林市子ども議会を
開催します

　各小学校の代表者が議員
となり、館林の問題や未来
について、自ら課題を見つ
け考えたことを、市長や教
育長に質問します。どなた
でも傍聴できます。
とき　２月22日㈯　午前９
時30分～11時30分
ところ　市議会議場
申込み　当日会場へ
※傍聴席には
　限りがあり
　ます
問合せ　生涯
学習課青少年
係 （内線2 2 5）

フ
ァ
ミ
サ
ポ 

「
ま
か
せ
て

会
員
」
の
登
録
講
習
会

大
高

平成26年度サラリーマン
菜園の利用者を募集
利用資格　市内在住の勤労者（自営
業者を除く）
菜園名・区画数（１区画20㎡）
■ あさひ菜園（東広内町） 　10区画
■ あしつぎ菜園（足次町）　７区画
■ しんじゅく菜園（新宿二丁目） 　
　16区画
■ たかね菜園（西高根町） 　９区画
■ なるしま菜園（成島町） 　５区画
■ みその菜園（上赤生田町）　17区画
■ みどり菜園（緑町一丁目）　７区画
※申し込み多数の場合は抽選
利用料（１区画・年額） 　2 , 0 0 0円
申込み・問合せ　２月21日㈮までに、
申込書（商工課及び市ホームページ
にあります）を同工業労政係（内線
2 0 6）へ

郷
土
芸
能
発
表
大
会

地
域
活
性
化
講
演
会

～
繁
盛
店
を
つ
く
る
極
意
～水津陽子さん

●
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
な
ど
に
よ
る
感
染
性
胃
腸
炎
を
予
防
し
ま
し
ょ
う　

十
分
な
手
洗
い
を
励
行
し
ま
し
ょ
う
。　

健
康
推
進
課
☎
74

─

５
１
５
５

●
平
成
26
年
度
館
林
高
等
学
校
「
定
時
制
課
程
選
抜
」
試
験

願
書
受
付
期
間　

２
月
24
日
㈪
～
25
日
㈫
正
午
ま
で　

同
校
☎
72-

４
３
０
７
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●代表☎72 - 4111
●対象マーク（主な対象者）　※全員対象はマークなし
　…中学生以下　　…高校生以上　　…65歳以上

広
告

子 大高高
情 報 ア ラ カ ル ト

Information a la carte

と
こ
ろ　

市
役
所
５
階
研
修
室

テ
ー
マ　

 

「
最
近
の
農
業
を
め
ぐ

る
情
勢
に
つ
い
て
」

講
師　

稲い
な
が
き
て
る

垣
照
哉や

さ
ん
（
全
国
農

業
会
議
所
制
度
対
策
室
長
）

参
加
費　

無
料

申
込
み　

当
日
会
場
へ

※
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す

問
合
せ　

農
業
委
員
会
事
務
局
農

地
係
（
内
線
２
３
３
）

と
き　

３
月
７
日
㈮
～
21
日
㈷
の

火
・
金
曜
日　

午
後
７
時
～
９
時

（
全
５
回
）

と
こ
ろ　

渡
瀬
公
民
館

定
員　

20
人
（
申
し
込
み
多
数
の

場
合
は
抽
選
）

内
容　

情
報
検

索
な
ど
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
の

基
礎
を
学
び
ま
す

参
加
費　

２
０
０
０
円
（
教
材
費

　

日
本
語
で
思
い
や
夢
を
発
表
し

て
み
ま
せ
ん
か
。
ま
た
、
発
表
を

聞
い
て
み
ま
せ
ん
か
。

と
き　

３
月
９
日
㈰　

午
前
10
時

～
午
後
３
時
（
予
定
）

※
発
表
会
は
正
午
ま
で

と
こ
ろ　

西
公
民
館

対
象　

市
内
に
在
住
、
在
勤
、
在

学
、
又
は
市
内
の
日
本
語
教
室
で

学
ん
で
い
る
外
国
人

定
員　

20
人

テ
ー
マ　

 
「
日
本
で
の
生
活
を
通

し
て
日
頃
感
じ
て
い
る
こ
と
」、「
将

来
の
夢
や
希
望
」
な
ど

発
表
時
間　

５
分
以
内

※
発
表
者
に
は
記
念
品
を
差
し
上

　

げ
ま
す

参
加
費　

無
料

※
発
表
会
後
、
餅
つ
き
交
流
会
を

　

行
い
ま
す
。
高
校
生
以
上
は
参

　

加
費
５
０
０
円
が
か
か
り
ま
す

申
込
み
・
問
合
せ　

２
月
24
日
㈪

ま
で
に
、
市
国
際
交
流
協
会
事
務

局
（
市
民
協
働
課
内　

内
線
６
８

７
）
へ

と
き　

２
月
27
日
㈭　

午
後
６
時

30
分
～
８
時
（
予
定
）

在
住
外
国
人
の
日
本
語

発
表
会
と
餅
つ
き
交
流
会

　

日
頃
の
学
習
活
動
成
果
を
発
表

し
、参
加
者
同
士
が
交
流
す
る「
ふ

る
さ
と
づ
く

り
市
民
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
」

に
参
加
し
ま

せ
ん
か
。

と
き　

５
月
31
日
㈯
、
６
月
１
日
㈰

と
こ
ろ　

文
化
会
館
他

対
象　

市
内
で
生
涯
学
習
活
動
を

継
続
的
に
行
っ
て
い
る
団
体
、
個
人

※
舞
台
発
表
は
団
体
の
み

募
集
項
目　

■

展
示
発
表　

書
道
、
絵
画
、
写

　

真
、
陶
芸
、
生
け
花
な
ど
の
展
示

■

舞
台
発
表　

唄
、
踊
り
、
楽
器

　

演
奏
、
詩
吟
な
ど
の
発
表

■

体
験
ワ
ー
ル
ド　

茶
道
、
絵
手

　

紙
、
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン

　

ト
な
ど
の
体
験
学
習
指
導

■

環
境
リ
サ
イ
ク
ル
ワ
ー
ル
ド　

　

身
近
な
生
活
問
題
や
自
然
環
境

　

保
全
に
関
す
る
学
習
成
果
の
発
表

申
込
み　

３
月
３
日
㈪
ま
で
に
、

申
込
書
（
生
涯
学
習
課
、
市
内
各

公
民
館
及
び
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

あ
り
ま
す
）
を
、
同
生
涯
学
習
係
、

又
は
各
公
民
館
へ

問
合
せ　

同
生
涯
学
習
係
（
内
線

２
２
４
）

と
き　

２
月
21
日
㈮
～
３
月
28
日

㈮
の
金
曜
日　

午
前
10
時
～
11
時

30
分
（
３
月
21
日
㈷
を
除
く
。
全

５
回
）

と
こ
ろ　

城
沼
総
合
体
育
館　

対
象　

市
内
在
住
、
在
勤
、
又
は

在
学
の
18
歳
以
上
の
か
た

定
員　

30
人
程
度

講
師　

森も
り

美み

き

こ

貴
子
さ
ん
（
ス
ポ
ー

ツ
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
）

参
加
費　

８
０
０
円（
保
険
料
な
ど
）

持
参
す
る
物　

上
履
き
、
ヨ
ガ
マ

ッ
ト
又
は
バ
ス
タ
オ
ル
、
飲
み
物

申
込
み
・
問
合
せ　

午
前
９
時
か

ら
午
後
９
時
ま
で
に
、
ス
ポ
ー
ツ

な
ど
）

申
込
み　

２
月
18
日
㈫
の
午
後
６

時
か
ら
７
時
に
、
同
公
民
館
へ

問
合
せ　

松ま
つ

尾お

隆た
か
し

さ
ん
（
生
涯
学

習
館
林
市
民
の
会　

℡
０
８
０

─

５
４
２
９

─

５
３
８
９
）、又
は
市

生
涯
学
習
課
生
涯
学
習
係
（
内
線

２
２
４
）

と
き　

２
月
23
日
㈰
、
３
月
９
日

㈰　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

（
全
２
回
）　

と
こ
ろ　

図
書
館

定
員　

50
人
程
度

テ
ー
マ　

 

「
源
氏
物
語
の
女
性
た

ち
～
紫
の
上
を
め
ぐ
る
人
々
～
」

講
師　

飯い
い

塚づ
か

誠ま
こ
と

さ
ん
（
元
関
東
短

期
大
学
教
授
）

参
加
費　

無
料

申
込
み
・
問
合
せ　

２
月
７
日
㈮

か
ら
16
日
㈰
ま
で
に
、
同
館
（
℡

74

─

２
３
４
６
）
へ

振
興
課
振
興
係
（
同
館
内　

℡
74

─

２
６
１
１
）
へ

※
電
話
で
の
申
し
込
み
は
ご
遠
慮

　

く
だ
さ
い

と
き　

３
月
11
日
㈫　

午
前
９
時

30
分
～
午
後
１
時

と
こ
ろ　

保
健
セ
ン
タ
ー

対
象　

生
後
５
か
月
～
１
歳
６
か

月
未
満
の
乳
幼
児
と
保
護
者

定
員　

20
組
（
申
し
込
み
多
数
の

場
合
は
初
め
て
の
か
た
優
先
）

内
容　

牛
乳
を
使
っ
た
簡
単
な
離

乳
食
の
調
理
実
習
と
試
食
・
交
流
会

参
加
費　

３
０
０
円
（
材
料
費
）

持
参
す
る
物　

母
子
健
康
手
帳
、

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
子
守
り
帯
、

子
ど
も
用
の
飲
み
物
、
ス
プ
ー
ン

な
ど

※
調
理
中
は
、
母
子
保
健
推
進
員

　

が
子
ど
も
を
お
預
か
り
し
ま
す

申
込
み
・
問
合
せ　

２
月
18
日
㈫

か
ら
、
健
康
推
進
課
（
同
セ
ン
タ

ー
内　

℡
74

─

５
１
５
５
）
へ

と
き　

2
月
22
日
㈯　

午
前
10
時

～
正
午

と
こ
ろ　

児
童
セ
ン
タ
ー

対
象　

市
内
在
住
の
小
学
生

定
員　

15
人
（
先
着
順
）

内
容　

ア
メ
リ
カ
ン
ク
ッ
キ
ー
・

チ
ー
ズ
ケ
ー
キ
作
り
と
試
食

参
加
費　

３
０
０
円
（
材
料
費
）

申
込
み
・
問
合
せ　

２
月
８
日
㈯

の
午
前
10
時
か
ら
、
参
加
費
を
添

え
て
同
セ
ン
タ
ー
（
℡
73

─

１
５

２
２
）
へ

企
画
展「
２
０
１
４
年
宇
宙
の
旅
」

特
別
工
作
教
室
「
Ｋ
Ｋ
式
紙
ヒ
コ

ー
キ
を
つ
く
ろ
う
！
」

と
き　

２
月
９
日
㈰　

午
前
10
時

～
午
後
４
時

参
加
費　

無
料

申
込
み　

当
日
会
場
へ

科
学
講
座 

「
太
古
の
ロ
マ
ン
・
化

石
レ
プ
リ
カ
を
つ
く
ろ
う
」

と
き　

３
月
15
日
㈯　

午
前
９
時

30
分
～
正
午

対
象　

小
学
１
年
生
以
上

※
小
学
１
・
２
年
生
は
保
護
者
同
伴

定
員　

24
人
（
先
着
順
）

内
容　

型
に
石
こ
う
を
流
し
込
ん

で
化
石
の
レ
プ
リ
カ
を
作
り
ま
す

参
加
費　

３
０
０
円
（
材
料
費
）

申
込
み　

２
月
22
日
㈯
の
午
前
９

時
か
ら
、
向
井
千
秋
記
念
子
ど
も

科
学
館
（
℡
75

─

１
５
１
５
）
へ

共
通
事
項

と
こ
ろ
・
問
合
せ　

向
井
千
秋
記

念
子
ど
も
科
学
館

ソフトバレーボール
大会に参加しませんか

科
学
館

児
童
館

ス
ポ
ー
ツ

保
健

特
別
工
作
教
室
な
ど

ハ
ッ
ピ
ー
ス
イ
ー
ツ
作
り

子

離
乳
食
教
室

大
子

初
心
者
ヨ
ガ
教
室

高
大

募
集

講
座

教
室

 

・

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
講
座

館
林
市
農
業
塾

古
典
文
学
に
親
し
む

広報たてばやし　12月1日掲載

田 口 会 計 事 務 所
税 理 士 　 田 口 恵 之

〒 374 － 0053　 群 馬 県 館 林 市 赤 土 町 810 － １
☎ 0276 － 73 － 5011　 　0276 － 73 － 5013
http://taguchikaikeizimushiiyo.tkcnf.com/pc/
E-mail:taguchi-yoshiyuki@tkcnf.or.jp

贈 与 税 ・ 相 続 税 　 無 料 相 談 受 付 中 ( 土 ・ 日 可 ） 
☞相談事例はホームページをご覧ください

関東信越税理士会所属

○ 税 務 相 談 ・ 税 務 代 理 ・ 税 務 書 類 の 作 成 ○
○ 　 　  記 帳 代 行 ・ 決 算 書 類 の 作 成 　 　  ○

関東財務局・関東経済産業局認定　経営革新等支援機関

新入学生（同時転入生・編入生）受付中！

近い！安い！有利！
高卒資格を確実に取得！！

〒374-0025　館林市緑町 1-3-1　☎0276（75）9663

個別相談、夜間社会人コース受付中！！
通信制普通科通学コース　 kg-tatebayashi 検索

　鹿島学園高等学校（館林キャンパス）

ふ
る
さ
と
づ
く
り

市
民
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

とき　３月９日㈰　午前９時～
ところ　城沼総
合体育館
チーム編成
■ 小学生の部
　小学３年生以
　上４人
■ ママさんの部　
　家庭婦人４人
■ レディースの部　中学生以上
　の女性４人
■ 成人・競技の部　①40歳以上、
　②一般（年齢不問） 　いずれ
　も男女各２人の計４人
※各部とも補欠者を４人まで登
　録できます
試合方法　リーグトーナメント
方式
参加費　無料
※レディース、成人・競技の部
　は、１チーム　2 , 0 0 0円
申込み　２月21日㈮までに、前

ま え

原
は ら

福
ふ く

夫
お

さん（市バレーボール協
会　℡72 - 2614）へ
問合せ　前原福夫さん、又は市
スポーツ振興課振興係（同館内
℡74 - 2611）

館林厚生病院
健康講座

とき　２月27日㈭　午後
４時～５時（予定）
ところ　館林厚生病院仮
設外来棟３階第１会議室
テーマ　もっと知ってほ
しい「肺がん」のこと
講師　八

や

巻
ま き え い

英さん（同病
院呼吸器外科医長）
参加費　無料
申込み　当日会場へ
問合せ　同病院総務課（℡
72 - 3140）
※録音、撮影
　はご遠慮く
　ださい

●
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
流
行
し
て
い
ま
す　

う
が
い
、
手
洗
い
、
せ
き
エ
チ
ケ
ッ
ト
（
マ
ス
ク
な
ど
）
を
励
行
し
ま
し
ょ
う
。　

健
康
推
進
課
☎
74

─

５
１
５
５



フォトキャンバス

市民の皆さんの活動や
イベントを紹介する
コーナーです

市 民 の
ひ ろ ば

2014．2．1 1213 広報たてばやし

file_235

profile
羽附町に生まれる。学生時代
から創作ダンスなどで踊りに
親しむ。現在、あすなろ民舞
会、菊

きく

香
か

詩
し

舞
ぶ

研究会の代表と
して、４月13日に三の丸芸術
ホールで開催される発表会に
向けて稽古を重ねている。市
文化協会本部役員会監事。伝

統
芸
能
を
楽
し
ん
で
も
ら
い

た
い
で
す
。
そ
の
中
で
、
人
前

で
披
露
す
る
喜
び
を
感
じ
て
ほ

し
い
」
と
、
に
っ
こ
り
。

　
流
れ
る
よ
う
な
美
し
い
動
き

や
り
ん
と
し
た
姿
勢
、
更
に
は

着
物
の
着
方
な
ど
、
多
く
の
こ

と
が
学
べ
る
民
謡
・
民
舞
・
詩

舞
の
世
界
。
若
い
世
代
の
か
た

へ
、
そ
の
す
ば
ら
し
さ
を
知
っ

て
も
ら
え
る
よ
う
、
今
後
も
活

動
を
し
て
い
き
た
い
と
話
し
て

い
ま
し
た
。

　
民
謡
・
民
舞
・
詩
舞
の
指
導

を
し
て
い
た
母
親
の
下
、
高
校

卒
業
後
か
ら
本
格
的
に
稽
古
を

始
め
た
森
田
さ
ん
。

　
現
在
20
人
ほ
ど
の
生
徒
を
指

導
を
す
る
傍
ら
、
ご
自
身
も
週

に
一
度
、
東
京
の
お
師
匠
様
の

所
へ
通
う
た
い
へ
ん
な
努
力
家

で
す
。「
自
分
が
納
得
す
る
演
技

を
追
求
す
る
た
め
、
新
し
い
表

現
や
美
し
い
所
作
な
ど
を
、
師

匠
が
た
か
ら
盗
む
姿
勢
は
忘
れ

て
い
ま
せ
ん
」
と
語
り
ま
す
。

　
稽
古
を
受
け
に
来
る
生
徒
に

は
、
人
前
で
伝
統
芸
能
を
披
露

す
る
楽
し
さ
を
伝
え
て
い
る
。

稽
古
を
始
め
て
一
か
月
の
生
徒

で
あ
っ
て
も
、
積
極
的
に
舞
台

へ
上
げ
る
そ
う
で
す
。「
皆
さ
ん

プ
ロ
を
目
指
し
て
い
る
わ
け
で

は
な
い
の
で
、
ま
ず
は
純
粋
に

※この記事は、広報モ
　ニターの加

か

藤
とう

一
かず

葉
は

さ
　んが担当しました

　館林地区消防組合消防隊出初式が、１月11日、市
役所東広場で開催されました。これは、消防関係者
の士気を高めるとともに、防火意識を周知するため
に行われているもの。会場では、鳶

とび

職組合による梯
はし

子
ご

乗り演技や、消防職員によるカラ―放水、幼稚園
児を先頭にした消防隊の分列行進が披露されました。

防火への誓いを新たに
新春恒例の出初式で

　キャンドルロードin茂林寺が、12月31日、茂林寺の境
内及び参道で行われました。これは、年越しイベントの
一環として行われているもの。訪れたかたは、2 , 0 0 0個
以上のキャンドルの灯りで、幻想的な雰囲気に包まれた
茂林寺を楽しみました。

キャンドルの灯りに浮かぶタヌキ像
　　　　　　　　　　大晦日の茂林寺が輝く

　ベビーマッサージ教室が、１月10日、郷谷公民館で開
催されました。これは、地域子育て支援センターの子育
て講座の一環として行われているもので、この日は７組
の親子が参加。優しく話かけながら施す、ママの愛情マ
ッサージに、赤ちゃんは気持ちよさそうにしていました。

ママの愛情たっぷりマッサージ
親子のきずなが深まる

　1 3 0年以上の伝統を持つ初市（だるま市）が、１月18日、
仲町から本町一丁目かごめ通り商店街までの区間で開催
されました。会場には定番の赤いだるまをはじめ、干

え

支
と

にちなんだ午
うま

のだるまなどが並び、無病息災や家内安全
を願う来場者でにぎわいました。

願いがかなう縁起だるまを品定め
今年一年がよい年になりますように

日本文化の美しさを知ってほしい

（羽附町）
森
もり

田
た

香
か

織
おり

さん

伝
統
芸
能
の
世
界
を

　
次
の
世
代
へ
伝
え
る
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図書館

科学館

新着＆おすすめ本紹介

施設
だより

映画会で楽しいひとときを

お話と紙芝居の会

体育館

文化会館・三の丸芸術ホール

資料館

催し物ご案内＆三の丸芸術ホール催し物スケジュール

市文化施設の
情報を
お知らせします

施 設
だ よ り

文化振興課
（文化会館内　℡74 - 4111）

道
し
る
べ

市
内
に
眠
る

歴
史
と
文
化
の

足
跡
を
訪
ね
て
・
・
・

文化振興課
（文化会館内　℡74 - 4111）

図書館
（℡74- 2346）

向井千秋記念子ども科学館
（℡75 - 1515）※参加無料

スポーツ振興課
（城沼総合体育館内　℡74- 2611）

10

広報たてばやし

　明和５年（1768）に庚
こう　しん

申供養塔を兼ねて建て
られた道標。建てたのは羽附村長竹集落の16 人
で、台座に名前が刻まれています。
　正面に「東　観音道　北方　淡

あわ　しま

嶋道」と刻ま
れており、現在の板倉町にある岩田観音と呼ば
れる円萬寺と淡嶋神社への方角を示していると
考えられます。

※１月15日現在の情報です

　東京と大阪で人気を博している落語家
を紹介。落語好きな人、これから落語を
聴いてみようと思っている人、どちらの
かたでも楽しめる一冊です。（一般書）

朝日新聞出版／編　朝日新聞出版
いまライブで聴けるみんなが好きな落語家

夜間天体観望会「冬の星座を探そう」
　冬の大三角を形作る星など
を観察します。
とき　２月８日㈯・22日㈯
午後６時～８時
※雨天・曇天の場合は中止
公開天文台「太陽・昼間の星の観察」
　天体観測室にある大きな望遠
鏡などを使い、太陽の黒点や昼
間でも見ることができる星を観
察します。
とき　２月９日㈰・23日㈰　午後１時35分～１
時55分
※雨天・曇天の場合は施設公開のみ
サイエンスショー
「光と色の大実験パート２」
とき　２月16日㈰　午後１時35分～１時55分
「夢のシャボン玉」
とき　３月２日㈰　午後１時35分～１時55分

芸：ホール　展：展示室（２月15日～３月14日）

合唱と音楽劇の２部構成です。館林市少年少女合唱団が誇る、澄
んだ歌声とハーモニーが、来場者を優しく包み込みます。一年間
の練習の成果をぜひ、聴きに来てください。

とき 会場 催し物

２
月

15日㈯
芸

アマチュアバンドコンサ
ート

16日㈰ ハートフルコンサート

20日㈭～
23日㈰ 展 館林市写真公募展

28日㈮～
３月２日㈰

芸
春のつどい

展

３
月 ９日㈰ 芸 市少年少女合唱団定期演

奏会

　

　平成25年度館林市スポーツ少年団レスリングクラブ交
流大会が、１月19日に城沼総合体育館で開催されました。
山梨県及び静岡県を含む近県から全33団体、男女計2 9 6
人の選手が参加。交流試合を通じて、友好の輪を広げま
した。今年度は、邑楽ジュニアレスリングクラブの高

たか

橋
はし

幸
こう

大
だい

選手（写真の左）が最優秀選手、KING's Jr.WRES
TLING CLUB の岩

いわ

上
かみ

篤
あつ

詞
し

選手（写真の右）が優秀選手
として栄冠をつかみました。

レスリングで深まる交流の輪

一般向け（いずれも午後２時～、参加費無料）

２月15日㈯ 奥さまは魔女　Bewitched（吹き替
え版）２月16日㈰

２月19日㈬ クライマーズ・ハイ

３月１日㈯ どうする？巨大地震　その時家族を
守る30の法則３月２日㈰

３月５日㈬ ＮＨＫスペシャルドラマ　さよなら、
アルマ～赤紙をもらった犬～

子ども向け（いずれも午前10時30分～、参加費無料）

２月16日㈰ ノートルダムの鐘

３月２日㈰
※16ミリフ
　ィルム

忍たま乱太郎の地震用心・火の用心

忍たま乱太郎の消防隊

忍たま乱太郎の交通安全

　
　大うつけといわれた戦国・織

しょく

豊
ほう

期の大名、織
お

田
だ

信
のぶ

長
なが

の文書を展示しています。そこには「天
てん

下
か

布
ふ

武
ぶ

」
という印章が押され、「武力で天下を統一する」とい
う信長の決意を表しています。
展示期間　織田信長朱印状は２月16日㈰まで、織田
信長黒印状は２月18日㈫から３月16日㈰まで

　世界遺産に認定された富士山の成り立
ちや構造、自然環境などを写真と図版で
分かりやすく解説。自由研究や調べ物学
習にも最適です。（一般・児童書）

鎌田浩毅／編著　誠文堂新光社
まるごと観察　富士山

　読み聞かせボランティア「にじの会」が、参加者の年齢に
応じて選んだ絵本などを読み聞かせます。
とき　毎週土曜日　午後２時～２時30分（休館日を除く）

催し物ご案内＆三の丸芸術ホール催し物スケジュール

館林市少年少女合唱団の美しい歌声が響く
第29回定期演奏会が開催！

とき　３月９日㈰　午後２時開演
ところ　三の丸芸術ホール
内容　
▪第１部　合唱　「ライオンとお茶を」「遠
　い日の記憶」他
▪第２部　音楽劇「笛吹き
　パパゲーノ　子どものた
　めの『魔笛』」　 
入場料　無料

長竹集落の道標
羽附旭町

市史編さんセンター
（℡76 - 7651）

地域協働展　
「サムライたちのメール－貞義から信長まで－」
県内の織田信長の朱印状・黒印状を初公開

２月の施設の休館日（施設名・期間・問合せ）

織
田
信
長
朱
印
状

          

（
群
馬
県
立
文
書
館
蔵
）

■城沼総合体育館・25日㈫・℡74 - 2611
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館林排友会

献立　№42

栄養たっぷりのコマツナをサラダにして給食に！カロテンやビタミンＣ、カル
シウム、鉄分を多く含んだコマツナを、レモン汁を使った手作りドレッシング
でさっぱりと食べやすくしました。他の野菜やツナを加えてもおいしいですよ。
なんにでも合う手作りドレッシングの味を楽しんでみてはいかがでしょうか？

材　料（４人分）
■ コマツナ（中）　　　　　　３株
■ キャベツ（中）　　　　　 1/6 玉
■ キュウリ（中）　　　　　 2/3 本
【ドレッシング】
■ サラダ油　　　　　　　　　大１
■ 酢・レモン汁・しょうゆ　各小１
■ 上白糖　　　　　　　　　大 1/2
■ 塩・コショウ　　　　　　各少々　
■ からし　　　　　　　　　　適量

小松菜サラダ　
一人前当たり33kcal

作り方
①コマツナは３㎝幅に切り、キャベツは千
　切り、キュウリは輪切りにする
②各野菜をゆで、水にさらして水気を切っ
　ておく
③サラダ油を除いたドレッシングの材料を
　ボウルに入れ、泡立て器で混ぜ合わせる。
　上白糖が溶けたら、サラダ油を少しずつ
　加え、更にかき混ぜる
④水気を切っておいた野菜にドレッシング
　を掛ければ完成

　

館
林
排は

い
ゆ
う
か
い

友
会
は
、
平
成

13
年
に
結
成
さ
れ
、
過
去

に
は
県
の
代
表
チ
ー
ム
と

し
て
関
東
大
会
に
出
場
し

た
こ
と
も
あ
る
、
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
チ
ー
ム
で
す
。

　

毎
週
月
曜
日
に
は
第
一

中
学
校
体
育
館
、
金
曜
日

に
は
第
四
中
学
校
体
育
館

で
午
後
８
時
か
ら
９
時
30

分
ま
で
、
と
き
に
楽
し
く
、

と
き
に
は
厳
し
く
活
動
を

し
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
学
生
か
ら
社
会

人
ま
で
幅
広
い
年
齢
層
の

メ
ン
バ
ー
が
所
属
し
、
い

っ
し
ょ
に
な
っ
て
汗
を
流

し
て
い
ま
す
。
興
味
の
あ

る
か
た
は
ぜ
ひ
一
度
体
験
、

見
学
に
来
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

髙た
か

橋は
し

良り
ょ
う

太た

さ
ん
（
℡
０
９

０

─

３
０
４
５

─

０
７
０
５
）

給食のセットメニュ～
麦ご飯・カレー・季節の果物・牛乳

内容 日時・場所など 問合せ 

骨
董
市

尾
曳
稲
荷

 15日㈯
 午前７時～午後４時頃
 尾曳稲荷神社

 市観光協会

（花のまち

観光課内）

 内線 2 5 2

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

茂
林
寺

 15日㈯
 午前10時～
 売り切れしだい終了
 茂林寺商店街

六
斎
市

か
ご
め

 ８日㈯・22日㈯
 午前９時30分～午後１時
 かごめ通り商店街  商工課

 内線 2 0 5夜
市

下
町

 15日㈯
 午後６時～９時
 下町通り商店街

風
呂
の
日

 26日㈬
 午前11時～午後６時
 つつじが岡パークイン
 グレープフルーツ湯　4 0 0円

 同パークイン

 ℡75-8484

２
月
の
行
っ
て
・
見
て
・
楽
し
い
催
し
物

人口　78,534 人（前月比－19）　男39,310 人　女39,224 人
世帯　31,841 世帯（前月比＋13）

●人口と世帯（１月１日現在の住民登録数）
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